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第１回赤穂総合学科新校準備委員会 

 

次 第 

   

準備委員会 （18時～19時30分）          進行：教頭 

  １ 開会のことば     

  ２ 学校長挨拶 

３ 自己紹介 

  ４ 総合学科について（高校再編推進室） 

（休憩・換気） 

  ５ 赤穂高校の現状について 

    ・進路状況 

    ・生徒会活動 

    ・生徒・保護者アンケートより 

６ 意見交換 

７ 事務連絡（今後の日程など） 

    ８ 閉会のことば   
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（敬称略）

氏　名 役　職　等 備考

1 伊藤
イトウ

　祐三
ユウゾウ

駒ケ根市長

2 本多
ホンダ

　俊夫
トシオ

駒ヶ根市教育委員会教育長

3 杉山
スギヤマ

　真之介
シンノスケ

駒ヶ根市企画振興課企画調整係

4 加藤
カトウ

　孝志
タカシ

宮田村教育委員会教育長

5 片桐
カタギリ

　健
タケシ

飯島町教育委員会教育長

6 片桐
カタギリ

　俊
トシ

男
オ

中川村教育委員会教育長

7 小林
コバヤシ

　寿之
トシユキ

駒ケ根商工会議所常議員

8 小原
オバラ

　勇
イサム

赤穂高校同窓会長

9 福田
フクダ

　正樹
マサキ

信州大学農学部教授

10 飯塚
イイヅカ

　健一郎
ケンイチロウ

国際協力機構業務課長

11 高橋
タカハシ

　百合子
ユリコ

長野県看護大学講師

12 松原
マツバラ

　洋一
ヨウイチ

南信工科短期大学校教授

13 小平
コダイラ

　美保
ミホ

赤穂中学校進路指導主事

14 小池
コイケ

　勝
マサル

東中学校PTA会長

15 上野
ウエノ

　好
ヨシ

弘
ヒロ

赤穂高校PTA会長

16 下島
シモジマ

　日奈子
ヒナコ

赤穂高校生徒会会長

17 小原
コハラ

　咲
サキ

穂
ホ

赤穂高校生徒会副会長

18 佐野
サノ

　浩一郎
コウイチロウ

高校再編推進室主任指導主事

19 久保村
クボムラ

　智
サトシ

赤穂高校校長

20 矢澤
ヤザワ

　正章
マサアキ

赤穂高校教頭 事務局

21 鎌倉
カマクラ

　貴久
タカヒサ

赤穂高校教務主任 事務局

22 窪田
クボタ

　正利
マサトシ

赤穂高校教育課程委員 事務局

23 田中
タナカ

　誠一
セイイチ

赤穂高校商業科主任 事務局

24 松井
マツイ

　深
フカ

之
シ

赤穂高校同窓会係 事務局

25 大矢
オオヤ

　長門
ナガト

赤穂高校生徒会主任 事務局

26 吉川
ヨシカワ

　和文
カズフミ

赤穂高校進路指導主事 事務局

27 長尾
ナガオ

　謙
ケン

赤穂高校学習指導係 事務局

赤穂総合学科新校準備委員名簿
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第１回 赤穂総合学科新校準備委員会 2022/5/24 

 

 １．開会の言葉 

 

 ２．学校長挨拶 

  県の再編整備計画（二次）により本校は総合学科に移行する 

  学校主催で準備委員会を設置し 27名の方に委員をお願いした。（学校長を含め本校は９名） 

  将来の学校像を考え、学校の学びの場をどうするか考えていく必要がある。 

  地域と共に進む学校を創造していくために意見交換をお願いしたい。 

 

 ３．自己紹介 

 

  （赤穂総合学科新校準備委員会開催要網の確認） 

 

 ４．総合学科について 

    総合学科の概要 （高校再編推進室 主任指導主事佐野浩一郎） 

   ２９年前最初の総合学科高校が整備された。 

   多様な教育。 生徒および市民が広く学ぶことができる。 

   一応目安として系列があるが、自分で自由に教科・科目を選択できる。 

   「産業社会と人間」は必修であるが、中身は創意工夫が可能であり、地域生徒に合わ 

せて編成される。 

 

 ５．赤穂高校の現状について 

  ・進路状況 

    進学率は上がっている。 

    求人数は多くある。 

  ・生徒会活動 

    「＃SNS改革」公式インスタグラム、Google Classroomなどを使って発信・利用を 

している。 

    文化祭「夏祭り」に向けて活動中 

    部活動は活発で本年度も多数県大会に出場している。 

  ・生徒・保護者アンケートより 報告 

  ・本校の活躍を TV放送したもの 

     コロナに負けず、クラスマッチ運営を遠隔で工夫し実行 

     結婚式をプロデュース 

 

 ６．意見交換 

  （加藤委員） 不登校（中学）であったが赤穂高校に来てから登校できるようになった。その後大

学に進学した。 

          このような高校の精神、「人とのつながりを大切にしている」心をこれからも継続し

て欲しい。 

  （片桐委員） 総合学科はどれくらいの系列が必要か？ 

       Ans. 地域によって必要なコースと必要な数は異なる。 

  （伊藤委員） 誰も見たことのない高校を創って、スーパーコミュニティスクールになって欲しい。 

          地域にとって大切な考える力を学んで欲しい。 

  （本多委員） 小中学校において総合教育は受けましたか？ 

       Ans.ゴミ拾い、田植え稲刈りなどの耕作（下島） 

         週１回 アメリカンドラム、エースドッチ（小原） 

         地域交流 

          今後、現在ある６割の職業が無くなるので教師の意識改革が必要である。 
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  （小原委員） 赤穂高校の重要性を共に考えて活かしていく。 

         普通科と商業科の地域資源を活かした学びを創らなければならない。 

         準備プロセスを作る 

 

 ７．事務連絡 

   今後の日程 

    第２回  ７月１４日（木）  市立長野高校の校長からの講演 

    第３回  ９月 ７日（水） 

    第４回 １０月２６日（水） 

    第５回 １２月 １日（木） 

       場合によっては数回増える可能性あり 

 

 ８．閉会の言葉 

 


